
 

 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.１93 

令和７年 

 
 
 

 

４月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人口 13,993 世帯数 7,020  

（令和７年 3 月 1 日現在） 

○着任者 
 

○離任者 
 

～令和７年４月からの体制～ 

所長 

中川 善則 

総合支援担当 

（行政窓口） 

小田 路子、川野 英里子、小田 早苗、 

箕島 静江 

（地域窓口） 

宮本 貴啓、伊藤 水稀、水田 佳代 

大歳まちづくり協議会（事務局） 

矢次 巧、稲子田 朝美、原 伸枝 

大歳地区社会福祉協議会（事務局） 

勝井 勝治、山下 静香 

長谷川 洋（用地対策室へ） 
橋本 慶子（資源循環推進課へ） 

西尾 翔太（総合窓口課へ） 

大歳地域交流センター 

公式Ｘ（Twitter）アカウント 

 

 
 

中川 善則 

（高齢福祉課から） 

伊藤 水稀 

（市民税課から） 

川野 英里子 

（市民課から） 
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２日(水) センター後援会・体育振興会 総会（18：15～） 
３日(木) 燃やせないごみの日 
９日(水） 大歳小学校入学式 

母子相談 
１１日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 
１３日(日) モルック大会＜シニア大歳＞（9：00～12：00） 
１４日(月) 金属・小型家電製品の日 
１６日(水) びん・缶の日 
１８日(金） パソコン相談（受付 10：00～10：30） 
１９日(土) みんなの広場（13：30～15：30） 

 

２０日(日) 大歳まちづくり協議会・自治会長会・大歳地区社協 総会 

２１日(月) 遺跡見学＜大歳史談会＞（13：00 集合） 

２３日(水) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

２４日(木) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

２５日(金） ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

２６日(土) お披露目登山＜山口山岳会＞（8：00 集合） 

２７日(日) 大歳地区体育祭 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

【大歳地区         の行事予定】 
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大歳のエトセトラ 13６ 

江戸時代の大歳 その１ 

江戸時代の大歳はどんな状況だったのでしょう。幸い⾧州藩には各村の庄屋が書いて提出した村の状
況を藩でまとめた「防⾧地下上申」（江戸中期）と「防⾧風土注進案」（江戸後期）という記録が残っ
ています。「防⾧風土注進案」によれば、大歳は矢原村、黒川村、朝田村に分かれており、さらに村は
いくつかの「小名」からなり立っています。  
矢原村 ― 今井、上矢原、上湯田、下湯田、中矢原、下矢原、高畠、向矢原  
黒川村 ― 黒川市、岩富、勝井、和田、朝田、河内、三作、阿仙原、  

平野、吉野、恒富、福良、田屋島  
朝田村 ― 朝田 高井、法満寺、三作、馬庭、和田  

「防⾧地下上申」では矢原村と朝田村であったのが、「風土注進案」では黒川村が新たにできていま
す。⾧州藩の村は自然村ではなく、行政の都合で振り分けられた行政区画という性格を強く持っている
ことが良くわかる村割なのです。大歳は東から矢原村・黒川村・朝田村となるはずですが、朝田村の西
の端に位置する河内、阿仙原が黒川村に属し、朝田、和田、三作が黒川村と朝田村の両方に記載されて
います。これは年貢を本藩に納める小名を黒川村に吉敷毛利氏に納める小名を朝田村でわけたために生
じた無理で、藩には便利だが村人には不便な村割といえます。  

また、向矢原、平野、吉野、恒富、福良、田屋島は椹野川を隔てた平川にある小名です。逆に矢原村
に登場しない富田原は椹野川を挟んだ平井村に属しています。つまり、椹野川の両岸は同じ村に属すよ
うに構成されています。これは椹野川の川筋が変わったため生じた現象なのか、意図的に椹野川を挟ん
だ構成にしたのか諸説ありますが、しばしば洪水を引き起こす椹野川で改修工事を行うことや重要な交
通路である椹野川の管理などを考えれば、椹野川の両岸が一つの村であるメリットは大きなものだった
のではないでしょうか。  

さて、村の人口ですが、「風土注進案」では  
矢原村が１５３軒、人口は６４５人  
黒川村が１７４軒、人口は７４６人  
朝田村が１１９軒、人口は５４６人となっています。  

総計すると大歳全体で４４７軒、１９４７人の人口（平川の地を含むため不正確なものですが）とな
りますから、のんびりとした農村風景がうかんできます。  

小名を良く見ると、ほぼ現在の自治会名と一致します。小名は当時１０～３０程度の集落であったよ
うですから、小名ごとに「寄り合い」（現在も寄り合いが残っている馬庭では年間６回の寄り合いを行
っている）を開いて道普請や水路掃除の日時を決めたり、田植えや稲刈りなどを共同作業で行うための
順番を決めていたようです。                   （文責：大歳史談会 武波義明）  
 

～史談会からのご案内～ 

 

大歳史談会で下記のとおり遺跡見学を計画しています。 

参加ご希望の方はご連絡ください。 

 

【日 時】４月２１日（月）１３：００ 大歳地域交流センター集合 

【目的地】極楽寺（宇部市二俣瀬木田） 

木喰上人「五行菩薩」 

【連絡先】大歳地域交流センター ＴＥＬ ９２２－４０３５ 

【申込締切】４月１７日（木） 


